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歯周病と全身疾患との関係をさらに実証せよ

　歯周病と全身疾患の直接的エビデンスはあるのか、これに応えるべく日本歯周病学会の「歯周病
と全身の健康（2015）」は時宜を得たものである。重要な点はその第 2 部歯周病と全身疾患につい
て現段階で規定されるメカニズムを「仮説」で示したことである。
　一方、東医歯大岩井武尚名誉教授（血管外科）は「歯周病と全身の疾患との結びつき」―エビデ
ンスに基づく仮説の形成へ―（歯界展望 2022）、これは医科からの仮説の提示である。
　また新潟大学山崎和久名誉教授による、歯周病と腸内細菌の関係から全身疾患の原因を解明しよ
うとするユニークな研究があり、多くの仮説が含まれている。これほどの仮説が提示されたことは
かつてなかったことである。これら仮説の実証は「命から遠い」といわれてきた歯科医療を命に近
い存在にさせるものである。歯学研究者の奮起を期待したい。
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